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市場領域ロードマップ



1

2018年時点
• 市場規模：32.5兆円

 高機能バイオ素材・バイオプラスチック 23.1兆円
（バイオ生産システムを含む）

 有機廃棄物・有機排水処理 7.7兆円
 バイオ関連分析・測定・実験システム 1.7兆円

• 算出方法：
 NEDO調査及び海外事業活動基本調査等より経産省にて試

算

【市場規模】

2030年時点（目標）
• 市場規模：53.3兆円

 高機能バイオ素材・バイオプラスチック 41.4兆円
（バイオ生産システムを含む）

 有機廃棄物・有機排水処理 8.1兆円
 バイオ関連分析・測定・実験システム 3.8兆円

• 算出方法・考え方：
 NEDO調査より及び海外事業活動基本調査等より経産省にて

試算、海外生産の成長率については、製造業における業種別海
外生産比率の推移10年分の平均値を使用

【2030年の市場として目指すべき市場領域の姿】
• 中長期的に、国際社会でバイオエコノミーは大幅に拡大する見込み。その際に、日本が国際競争力を保持している状態を目指す。そのため、2030年時点で、各産業で
のバイオものづくりへの転換が進み、バイオものづくり拡大の初期段階として、特に高付加価値な製品領域における市場獲得が活発化している状態を目指す。また、国内で
の未利用資源の活用が進展し、国内におけるサプライチェーン強靭性が向上している状態を目指す。

• これらを通じ、バイオものづくりによる日本企業の国際競争力の向上、脱炭素化・循環経済の実現等の社会課題への対応の進展を目指す。
• バイオものづくりの持続的な拡大の指標として、2030年までに官民合わせて年間投資を３兆円規模に拡大することを目指す。バイオプラスチックについては、バイオプラス
チック導入ロードマップに基づき、2030年までにバイオマスプラスチックを最大限（約200万トン）の導入を目指す。

• バイオものづくりの領域は、既に米中で大規模投資が先行するなど国際競争が激化しているものの、市場が未成熟な新領域であり、支配的なプレイヤーも出てきていない。
こうした認識の下、日本としては、原料の海外依存など日本が抱える構造的な問題の解消を模索しながら、国内のプレイヤーが有する技術や産業構造の特性を踏まえた
上で日本の強みとなりうる領域に注力していく。また、バイオマス活用推進基本計画（令和４年９月６日閣議決定）に基づき、バイオマスの活用を推進する。

• 我が国としては、具体的には、早期の市場創出・拡大を念頭に、バイオものづくりの付加価値の源泉となる微生物・細胞設計プラットフォームのレイヤーにおいては水素酸化
細菌等の強みとなりうる宿主に着目して育成を図るとともに、古くから日本が取り組んできた培養・発酵等の生産プロセスにも注力する。その上で、未利用資源の活用等に
よって原料制約の解消も並行して模索していく。

• 市場環境の観点では、バイオ由来製品の市場創出・拡大に当たっての最大の課題はコスト競争力である。化石資源由来で化学プロセスによって生産されたコスト競争力
に優れる製品をバイオ由来製品に代替するには、新規の設備投資に加えて生産性の低下等のプロセスコストの上昇が見込まれる。需要側に対してバイオ由来製品の付
加価値の訴求が不十分な中、市場原理に任せるのみではバイオ由来製品の需要が見通せない。こうした需要の不確実性を解消し、企業の市場予見性を高めるため、グ
ローバル市場も見据えた市場環境整備を進めていく。

• 新たな領域であるバイオものづくりに取り組む人材育成やスタートアップ支援等の事業環境の整備や、サプライヤー等の関連産業の後押しも行う。
• 既に社会実装が進むバイオプラスチックについては、バイオプラスチック導入ロードマップに基づき、利用促進や消費者への普及啓発、生産体制の整備等の施策を実施して
いく。

【主な課題・取組】

市場領域ロードマップ【概要】 市場領域名：バイオものづくり・バイオ由来製品



2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2030～

項目 目指すべき姿・現状の課題 取組

技術開発
の加速化

・微生物・細胞設計プラッ
トフォーム技術の基盤とな
る技術開発の支援を行う。
・微生物・細胞設計プラッ
トフォーム事業者の競争力
の源泉の一つである生物遺
伝資源の充実を促進する。
・実験室での研究成果を実
用化につなげるため、酵素
や宿主等のバイオ資源の拡
充やバイオファウンドリ基
盤の整備を行う。
・社会実装に向けた国際標
準化の推進等の取組を並行
して進める。
・原料の確保に向けた取組
を行う。

2

市場領域ロードマップ【具体的な取組】 市場領域名：バイオものづくり・バイオ由来製品

海洋生分解性プラスチック新素材開発に向けた支援【経】

バイオ関連製品の開発・品質評価に必要な分析・測定技術の高
度化に向けた研究開発等の支援【経】

ロボット・ＡＩ等の活用によるバイオ研究開発・生産システム
の効率化に向けた支援施策の検討・実施【経】

グリーンイノベーション基金事業やバイオものづくり革命推進事業も活用しつつ、
・サプライチェーンを俯瞰したプロジェクト組成【経】
・国際標準化の推進等、市場獲得に向けた戦略的な取組を実施【経】

バイオ由来製品の
開発対象の探索
・選定及び製造技術の開発

企業間の技術の結集、連携の強化、意
欲あるプレイヤーを中心としたルール
形成による市場開拓

バイオ由来製品生産スケールアップ、
バイオプロセス最適化・連続化による
コスト低減

• サプライチェーンを構成するパートナーシップと
  グローバル展開
• 新規バイオ素材及びバイオ由来製品の利用技術開発による
市場拡大

• バイオ由来製品製造技術の高効率化
• 新規バイオ素材及び製品の高性能化、多用途展開

グリーンイノベーション基金事業【経】
「バイオものづくり技術によるＣＯ２を直接原料としたカーボンリサイクルの推進」
・有用微生物の開発を加速する微生物等改変プラットフォーム技術の高度化
・ＣＯ２を原料に物質生産できる微生物等の開発・改良
・ＣＯ２を原料に物質生産できる微生物等による製造技術等の開発・実証

バイオものづくり革命推進事業【経】
・未利用資源の収集・原料化のための開発・実証
・産業用微生物等の開発・育種及び微生物等改変プラットフォーム技術の高度化
・微生物等による目的物質の製造技術の開発・実証
・微生物等によって製造した物質の分離・精製・加工技術の開発・実証
・バイオものづくり製品の社会実装のための評価手法等の開発

バイオ生産に有用な共通原料の選定
• 地域との協働による国内可食/非可食資源の探索
• 国内資源（地域バイオマス）の有効利活用
• 廃棄物系バイオマスの利用
• 産学連携による原料の協調開発・原料の評価分析
• バイオ生産に有用な協調領域に資する共通原料（中間体等）
の検討

バイオ素材・バイオ由来製品製造関連技術と原料調達を
組合せた循環型ものづくりの海外移転

原料調達からバイオ由来製品生産までの地域バイオ拠点での
実証事業の下、協働（コンソーシアム等）による、地域特性を
いかしたバイオ素材・バイオ由来製品製造の実装

・オレンジ・・・産業界主体の取組
・緑・・・・・・・産学官連携の取組
・青・・・・・・・官（学）主体の取組



2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2030～

項目 目指すべき姿・現状の課題 取組

技術開発
の加速化

・微生物・細胞設計プラッ
トフォーム技術の基盤とな
る技術開発の支援を行う。
・微生物・細胞設計プラッ
トフォーム事業者の競争力
の源泉の一つである生物遺
伝資源の充実を促進する。
・実験室での研究成果を実
用化につなげるため、酵素
や宿主等のバイオ資源の拡
充やバイオファウンドリ基
盤の整備を行う。
・社会実装に向けた国際標
準化の推進等の取組等を並
行して進める。
・原料の確保に向けた取組
を行う。

3

循環経済を見据えた資源回収効率の改善のための検討、必要に
応じた見直し【経・環】

地域連携による国内バイオマス資源の調達支援の
検討【経・農・環】
非可食バイオマスなど国産バイオマスを活用した
高機能バイオ素材の開発・実証
【経・農】

微生物・細胞設計プラットフォームの基盤となる技術開発
• 有用微生物探索・同定
• ＤＮＡ・ＲＮＡ合成やゲノム編集技術
• ゲノムシーケンス
• ＡＩを活用したバイオインフォマティクス、ロボティクス 等によるＤＢＴＬの強化

微生物・細胞設計プラットフォームのビジネス展開
• 高付加価値生産品を中心とした商用生産への
スケールアップ

• バイオ生産プロセス技術のビジネス展開
（ライセンス等）
• 生産事業者と連携したサプライチェーンの下での
生産拡大

• 微生物・細胞設計プラットフォーム事業者単独での
生産拡大

• バイオ生産品の低コスト化

微生物・細胞設計プラットフォームの社会実装に向けた実証
• 原料調達事業者や生産事業者等との商用化パイプラインの構築
• 高付加価値品を中心とした生産技術・プロセスの実証・改良
• 技術の内製化・国産化

商用生産プロセスに適した汎用性や強靱性を付与した産業用スマートセルの開発の支援
【経】 

民間資金を活用したバイオ製造実証・人材
育成拠点の自立的運営、事業化

カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産の開発事業
【経】

・菌株、培養条件、オミクス情報等を集積したバイオ生産システムの構築
・物質生産の源泉となる酵素や宿主等のバイオ資源の拡充
・実生産への橋渡しを行うバイオファウンドリ基盤の整備
・バイオファウンドリ基盤を活用したバイオ由来製品の生産人材の
育成事業の実施 等

市場領域ロードマップ【具体的な取組】 市場領域名：バイオものづくり・バイオ由来製品

革新的ＧＸ技術創出事業（ＧｔｅＸ）「バイオものづくり領域」
・多様な化学品を生産可能となる新規の代謝経路の開発
・短時間かつ自由自在に微生物を改変できる革新的なＤＢＴＬ技術等の技術開発
【文】

戦略的創造研究推進事業先端的カーボンニュートラル技術開発（ＡＬＣＡーＮＥＸＴ）
・高収量・低環境負荷なバイオマス生産の実現に向けた植物の次世代育種技術等の研究開発
・バイオマスを原料とする高性能・高機能材料を低環境負荷かつ高効率で生産する
新たな合成技術等の研究開発

【文】



2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2030～

項目 目指すべき姿・現状の課題 取組

市場環境
の整備に向
けた取組

・まずは高付加価値領域に
注力し、中長期的には大量
生産・大量消費が行われる
汎用品の市場領域を目指す。
・バイオ由来製品の市場創
出・拡大に向けて、バイオ
ものづくりが持つ価値を評
価する仕組みや環境負荷を
低減するバイオ由来製品の
表示方法のあり方等につい
て検討を進める。
・バイオ由来製品の市場を
早期に創出・拡大できるよ
う、需要喚起策の検討を進
める。
・需要側であるＢｔｏＣ企
業や消費者に対する取組と
して、バイオの有する価値
を訴求するための取組や、
消費者がバイオ由来製品を
選択し、適切に判断できる
ような表示等の仕組みにつ
いて検討を進める。

4

バイオ由来製品の開発支援のための制度改定提案
• 研究支援・ベンチャー育成支援・ＥＳＧ投資制度等
の利用

• 現行制度の改定に向けたバイオ由来製品を優遇する
措置

バイオ由来製品開発の継続的実施

バイオ由来製品市場の創出・拡大
（高付加価値領域）

バイオ由来製品の需要促進
• 新たなバイオ由来製品促進制度を
利用した産業展開

• ＣＦＰの活用やＬＣＡ手法の確立
• 認証・クレジット化や製品表示
ルール等の仕組みの検討

• 消費者へのバイオ由来製品の受容
性向上に向けた取組

バイオ由来製品の開発促進
• バイオ素材におけるインセンティブ対象の選定と
新たな制度設計を検討

• 新たなバイオ由来製品促進施策案を検討
• バイオ由来製品の生産技術の知財化及び
技術移転の活性化

バイオ由来製品
市場の創出・拡
大（汎用品領
域）

研究支援・ベンチャー育成支援の強化【経】

バイオ由来製品の市場環境整備に向けた施策検討
• バイオ由来製品の普及促進に向けた仕組みの
検討【経】

• 産業界のニーズを踏まえ、グリーン購入法を
参考にしたバイオ由来製品の市場形成を支援
する公共調達を検討【経・環・農】

• 「成長志向型カーボンプライシング構想」に
よるＧＸ先行投資支援策の活用検討【経】

循環経済を見据えた資源回収効率の改善のための検討、
必要に応じた見直し【経・環】

海洋生分解性プラスチックの規格開発、国際標準化、ＩＳＯ提案、
識別表示制度の創設【経】

「バイオマスプラ
スチック導入のた
めのロードマッ
プ」の作成【環・
経・農・文】

海洋生分解性プラスチックの国際標準化に向けた
評価手法開発【経】

市場領域ロードマップ【具体的な取組】 市場領域名：バイオものづくり・バイオ由来製品

「成長志向型カーボンプライシング構想」による投資促進策の活用【経】
・ＧＸ経済移行債
・ＧＸ投資先行インセンティブ（排出量取引制度等）
・新たな金融手法



2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2030～

項目 目指すべき姿・現状の課題 取組

事業環境
の整備等に
よる国内産
業基盤の
確立

・データの取扱いやワーク
フロー等についての標準
化・共通化を進めることで、
事業の効率化や他プレイ
ヤーとの連携を促進する。
・企業が大規模な培養・発
酵等の生産実証を行うため
の実証拠点の整備を行う。
・バイオものづくりのバ
リューチェーンに応じて求
められる知見や人材のニー
ズを把握し、産業界で求め
られる人材・育成の確保に
向けた取組を進める。
・国内のバイオものづくり
における産業構造やプレイ
ヤーの課題・ニーズを踏ま
えたスタートアップ支援を
進める。
・バイオものづくり領域の
拡大に合わせて需要の高ま
りが見込まれる機器等に関
する国内プレイヤーの競争
力向上に向けた支援施策に
ついて検討を進める。
・省庁間で連携した規則・
ルールの調整や社会実装に
合わせた柔軟な定義・制度
等の見直しを行う。

5

産業界の求める分析評価手法技術の創出及びデータ・分析評価人材についてアカデミアと連携

企業、公的機関、大学等が保有する生物遺伝資源等の情報の集約、利活用促進、データ連携の推進【経】

• 産業界の具体的課題解決に向けたアカデミア人材取込み
• アカデミア・産業界のバイオ×デジタル新研究領域整備
• ウェットとドライを統合して生産プロセスをマネジメント
できるリーダー人材の育成

• 恒常的なアカデミア・産業界の人的交流による
人材育成プログラム・キャリアパスの確立

• バイオ系とプロセスエンジニア、情報科学、
社会科学に精通した総合的なマネジメント人材の育成

グローバル展開
• 日本が勝てる技術の確立と国際協力
• 日本発の技術標準の獲得と国際協調

産業界における異業種連携

ビッグデータ利活用プラットフォームを通じて、危害微生物
発生予測システム等、ＡＩ解析ツール等を活用した産業界の
新たな価値創造活動を支援【経】

産業界のニーズを反映したバイオもの
づくり支援、微生物リスク情報の統合
等のためのビックデータ利活用プラッ
トフォームの検討・構築【経】

産業界が必要とするバイオインフォマティクス等の専門人材
像等の調査、専門人材・教育人材育成に向けた検討【経】

国際標準化の戦略的な推進
• 国際標準化に関する調査
• 国際標準活動への積極的な参画
• 国際標準化に取り組み国内プレイヤーの後押し 【経】

民間資金を活用したバイオ製造実証・
人材育成拠点の自立的運営、事業化
【経】

カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産の開発事業
【経】
・実生産への橋渡しを行うバイオファウンドリ基盤の整備
・バイオファウンドリ拠点を活用した人材育成プログラムの実施

政府全体のスタートアップ施策と連携したスタートアップ
投資環境整備、スタートアップ支援【経】

サプライチェーンを支える実験装置、測定機器、センサー、試薬等のl周辺機器産業支援
【経】

最先端のバイオ技術や製品に合わせた
定義・制度等の見直し【経】

バイオ由来製品のグローバル市場拡大や国内プレイヤーのグローバル展開に向けた国際連携・国際発
信【経】

自然資本や生物多様性の保全等に関する国際的な議論・ルール形成の動きに適切に対応【環】

産業界が必要とするバイオ系人材育成強化に向けた支援策の実施【経・文】

市場領域ロードマップ【具体的な取組】 市場領域名：バイオものづくり・バイオ由来製品

「バイオマスプラ
スチック導入のた
めのロードマッ
プ」の作成【環・
経・農・文】（再
掲）
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